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●発行・編集●

岡谷市社会福祉協議会
〒 394-0081

岡谷市長地権現町4-11-50
☎ 24-2121
蕭 24-3555

＊
ホームページアドレス

www.okaya-shakyo.or.jp
＊

メールアドレス
info@okaya-shakyo.or.jp

みんなで築く
　みんなの福祉
　　みんなの未

（あした）

来

スローガン

社協だより

ゆめ
－No.233－

主 な 内 容

　赤い羽根共同募金運動につきましては、毎年大勢の市民のみなさまにご協力を賜り、
厚くお礼を申しあげます。本年も「じぶんの町を良くするしくみ」をスローガンに 10月
1日から全国一斉に募金運動が始まります。市民のみなさまにはご負担をおかけします
が、みんなで支えあう温かい地域づくりのためにご協力をお願い申しあげます。

赤い羽根ホームページ「はねっと」アドレス
http: //www.akaihane.or. jp/　10月 1日（月）～ 12月 31日（月）　

　赤い羽根共同募金は、社会福祉法に定義される第１種社会福祉事業です。使途計画と目
標額を事前に定めることを義務付けられています。毎年その計画を達成するために、各世
帯、各企業に目安となる額を示していますが、これはあくまでも目安額であり決して強制
的な額ではありません。
　地域福祉を支える運動の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願い申しあげます。

義援金と支援金へ継続して　　◁◁◁
　　　　　ご協力をお願いいたします。

赤い羽根共同募金のお願い

平成29年度　実績額
16,287,246円

平成30年度は 29年度にお寄せいただいた募金を使用し、
岡谷市では、下記の事業を行なっています。

長野県広域事業に配分　3,208,000円
県内福祉施設等の整備・福祉団体
助成・災害救援活動支援に使用

安心・安全なまちづくり公募
配分により、西堀区では災害
時機材備えのための倉庫を購
入する事ができました。

岡谷市地区社協へ配分　9,819,200円
・地区社協活動費
・�各区敬老事業へ�
の助成��
・昼食会・配食会
・�市内遊び場新設�
・改修等�

配食事業

市内遊び場
の改修

岡谷市社協へ配分　3,260,046円
・罹災者に対する見舞（火災等）
・ボランティア等地域福祉振興助成
・�ふれあいいきいきサロ�
ン助成事業
・�地域福祉広報啓発事業
・�各種福祉団体、事業等�
への助成金 岡谷市福祉大会の開催

　全国各地で自然災害が発生しています。被災された方
を支援するために引き続きご協力をお願いいたします。

お問い合わせ先
　岡谷市共同募金委員会（事務局　岡谷市社会福祉協議会）

電話 24－2121　FAX 24－3555

じぶんの町を良くするしくみ

◯義援金
被災された方々を支援することを目的に、行政を通じてお見舞金として
配分されます。
▷ 北海道胆振東部地震災害義援金
▷ 平成 30 年 7 月豪雨災害義援金
▷ 熊本地震義援金
◯支援金（通称：ボラサポ）

被災された方々を支えるボランティアグループや NPO を支援する募金です。
▷ 平成 30 年北海道胆振東部地震
▷ 台風 21 号災害
▷ 平成 30 年 7 月豪雨災害 ボランティア・NPO 活動サポート募金
▷ ボラサポ九州
▷ ボラサポ２（東日本大震災）

諏訪湖ハイツに
募金箱を設置し
ています。
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★特 設ステージタイムテーブル ☆

☆ ★  1１ 時 ２０ 分 ～ 
湖響龍夢 ～太鼓の演奏～
 ★ ☆1１時３５分 ～ 
諏訪どんどん太鼓 ～太鼓の演奏～
 ☆★ 1２時１０分 ～  
菊間流舞踊研究所 ～華麗な舞を披露～
 ★☆ 1２時３０分 ～ 
ＳＫＤ①（さわらび介護看護ダンスチーム） ～ダンス披露～
 ☆ ★ 1２時４０ 分 ～
プァレア・フラサークル ～フラダンス披露～
 ★ ☆1３時００ 分 ～ 
ＳＫＤ②（さわらび介護看護ダンスチーム） ～ダンス披露～
 ☆ ★ 1３時１０ 分 ～
阿波踊り諏訪湖連 
～踊らにゃ損々！皆で阿波踊りを踊ろう～

 ☆ ★ 1３時３０ 分 ～  
じゃんけん大会＆バナナのたたき売り！ 

ポップコーン・わたあめ・ヨーヨー釣り
バルーンアート・パターゴルフ・輪投げ
紙ヒコーキ・シャボン玉・空き缶つみゲーム
指編みあやとり・ペットボトル空気砲
風ぐるま・紙とんぼ・ビニールロケット

＼ 施設 ･ 団体による作品等販売 ／
エコファおかや／希望の里つばさ／ひだまりの家／
ソレイユ／諏訪湖畔病院コスモス会／はたらっき

＼ ＫＯＤＯＭＯふくしクラブ ／
使用済み切手で作る、おしゃれ缶バッチを販売！

＼ １１時 ～： 岡谷南高校 科学部 ／
ふしぎで楽しい実験を体感してみよう！

★ １０ 時 ３０ 分 ～ ☆

　楽しい出店コーナー！

主催：�おかやボランティア連絡協議会／岡谷市障害者福祉推進実行委員会／�
社会福祉法人岡谷市社会福祉協議会 問合せ　☎ ２４－２１２１（岡谷市社協まで）

第15回 ふれあい祭り＆ボランティア祭り
赤い羽根共同募金配分事業

と　き：平成30年 10 月 13  日 （土）≪雨天決行≫
　　　　午前9時30分 ～ 午後2時
ところ：おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ）

　障がい者のみなさんと市民のみなさんのふれあい・交流（ふれあい祭り）と、ボランティアについ
て理解・参加していただくこと（ボランティア祭り）を目的とした、ボランティアや障がい者・福祉
関係団体が中心となって実施するお祭りです。参加費は無料！どなたでも参加可能！一緒に盛り上げ
ましょう！

屋
外
会
場

ふ
れ
あ
い
広
場

★ ☆１０ 時 ３０ 分 ～　ロビーコーナー！
＼ ボランティア団体活動展示発表 ／
諏訪人権擁護委員協議会岡谷地区／岡谷子ども劇場
サークル BOW／日本語ボランティアふれあい

おかやボランティア連絡協会

＼NPO地球足もみ健康法実践普及協会岡谷支部／
無料足もみ体験コーナー

中３階　コンベンションホール
★ ☆９ 時 ３０ 分 ～１０ 時 ３０ 分
▪開  会  式▪
▪ボランティア団体活動発表▪
・朗読の会まどか
　朗読『木にとまりたかった木のはなし』
・岡谷手話サークル
　手話劇『共に生きるために』
　手話歌『ふるさと』

屋
内
会
場

諏
訪
湖
ハ
イ
ツ

楽しい企画が盛りだくさん♪
ご来場、お待ちしております

★ ★★

！！！！！ 注 意 ！！！！！
無料ですが、開会式終了後に配布される
カレーライス引換券が必要になります。
カレーがなくなり次第終了です！

1２時００分～ ふれあい広場へＧＯ！
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ご家庭で不要になった福祉機器はありませんか？　まだ使える…捨てるにはもったいない…
という時にリサイクル事業をご利用ください。必要な方へ情報を提供し役立てていただきま
す。

　《取扱品目》　
　車いす・シルバーカー・歩行器・シャワーベンチ等
　※原則として未使用または清潔で利用可能な状態のものをご提供ください。

　《リサイクル事業の流れ》　
　社協へ物品の登録をし、譲り受けたい方からの連絡を待ちます。
　連絡が来たら当人同士で交渉していただき、物品のやり取りをしていただきます。
　※市社協への物品登録期間は３カ月間とし、その間、物品は自己管理となります。
　　譲り受けたい方がいない場合もありますので、ご了承ください。

ポータブルトイレ
お譲りします。

福祉機器リサイクル事業をご利用下さい 

◆ 日 時　　１０ 月 ２7 日 （土）　午後１時～３時頃まで
◆ 場 所　　おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ）大会議室 ･ コンベンションホール
◆ 主 催　　岡谷市障害者福祉推進実行委員会（市社会福祉協議会内）

� �寄付品の募集をします。
募 集 品：�日常生活用品で衣食住に関係あるもの（衣料品・台所用品・電気製品・子ども用品等）

中古品・名入り品はご遠慮ください。
募集期間：�１０月２6日 ( 金 ) の午前中までに、おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ）へお持ちください。

事業所からの寄付もお待ちしています。
※  売上金は、障がい者団体への助成や岡谷市障害者福祉推進実行委員会事業、障がい者福祉のために活用させ

ていただきます。

福 祉 バ ザ ー に ご 協 力 を お 願 い し ま す  ！！福 祉 バ ザ ー に ご 協 力 を お 願 い し ま す  ！！

岡谷市の「こどもの居場所」や「こども食堂」について話そう
～こども食堂「だるまこども食堂」に学ぶ～のご報告

　岡谷市社会福祉協議会では、９月５日（水）諏訪湖ハイツにおいて、だるま子ども食堂（小
井川地区）にて活動されている「岡谷で子ども食堂を真剣に考える会」　代表　吉田　浩氏を
お招きし、学習会とグループワークを行いました。
　グループワークでは、一人ひとりの思いや取り組みが紹介
され、白熱した意見が交されました。
　グループワークでは、下記の意見が出ました。

・�子どもが歩いて通える身近な地域に
子ども食堂が増えたらいいね。
・�親、特に母親へのサポートに力を入
れたい。
・�以前から子ども食堂と同様の活動を
実施しているが地区外の市民は知ら
ない。

岡谷で子ども食堂を真剣
に考える会の最新情報は
フェイスブックで確認で
きます。


